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濫賀県東浅井郡浅井町立浅井西小学校

校長 松山 隆

自らの力で深めひろげる健康教育

地域への浸透化 を求めて

1. はじめに

はからずも、本校が、昭和52年度小規模校日本一健

康擾良学校に選ばれる光栄に浴した。

吾々 同人は、県健康優良学校としての実績の上に、

更に、今回の教育課程改訂の趣旨を汲取り、 「豊かな

人間性の育成」をめざして、

特に

〇 手段としての健康ではな〈「健康のための教育」

の追求

0 「教える教育」から「こども自らが学びとる教育」

への質的転換と、その方途の追求

〇 家庭 ・地域のすみずみにまで浸透する教育の実現

以上3つの柱をた て、全校、全学区をあげて、そ

の充実推進につとめてきた。

2. 地域の概要

① 浅井町の概要

わが浅井町は、滋賀県のシンポル琵琶湖の北東部に

位謹し、人口約12,000、面栢約87Km'(山林70%)

戦国時代、織田信長の妹お市の方をめとり 、その信

長に亡ぽされた悲運の武将「浅井長政」にゆかりの地

である。

米作中心の農業と林業を主産業とし、 一時過疎の波

に洗われたか、近時、工場誘致 ・観光事業推進等によ

り、人口も漸増傾向。

冬期は積雪多く、1メート

ルに及ぶこともしばしばで

ある。

町内に は5小学校 2中学

校かある。

教育俊先、他康福祉の充

実等の施策により設備施設

も逐次充実し、保健管理も

進んできた。町体育協会の

活動も活発である。

② 校区の概要

当浅井西小の学区は、浅井町内の西部に位罹し、戸

数約 870, 人口 3,500人

学区内には町役場、浅井中学校、町民体育館等が集

まり、町内の中枢的な役割を果たす学区である。

なお、東海ー北陸を結ぷ国道 365号線が学区内を縦

断し、近時、交通量が激増しつつある。

民情は誠実であり、児童の体位体力うの自覚か ら、

各部落ごと の健康づくりへの活動が、逐次たかま っ

てきた。
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3. 学校の概要

543 

履井西小児童数の変化l
5001---512 

400 

300 

46 48 49 50 51 52 

本校の創立は明治 8年。

4. 学校経営の視点

つよいからだ、豊かな心

強い意志とじょうぷな

から 1こをもち 、目標に

むか っ．て計画的にねば

感動や，思いやりの心が強〈 翌か、

な心情をもち、みんなと協力し

て生活を向上させていこうと

する子

最近の児童数は、上表の如 〈、漸〈過疎現象から脱

却のきざしが見えてきた。 環 境の整 傭 ・充 実

現在、児童数 359名、県四職員18名、学級数は、普

通学級11、精薄学級 1の小規模校である。

物的棗壕の美化充実・保建安全的配慮をも と

に自らつく ＇）出 す環境づく ＇）

主 な こ と 力’ ら

明治 覚明学校創設、 大字内保、十字坊に仮校舎
8 10 

26 4 全 村 ひとつに統合、湯田吟常小学校と改称

33 12 
大字内保「堂の北」に校含新染 （現 在 地 ）

2り召2禾.口4 学制改革によ り、湯田村立励田小学校となる

23年26 
一年

県教委井淀｀新教育実験学校として研究に取り組む

29. 10 町制施行により｀浅井町立湯田小学校となる

32. 9 

34 4 校名が浅井町立浅井西小学校となる

35. 11 校舎（本館）新築工事 (I期 ）竣工

38年39 
～年

県教委指定、放送教育研究に取組む

40. 12 体"ti館新築工事竣工

41. 4 
特殊学級 (t,,薄児学級）股沿
はじめて 児童会主催球技会、こども 研究発表会

43. 6 等実施

44 
全日本よい菌の学校表彰会(より受s賞
9 以後 51迄 連続）

46. 2 

47. 6 
フラワ ー プフポー コンク ー ル優良（t中t受t新t 

日聞社）

48 2 県学校安全優良校と Lて受賞 （ 学滋校賀安県全支部会 ） 

48 10 儘康優良学校県1位（小規模校）受貪(朝県日教新聞委社） 

49 2 ね数教育について県教委よ り教百奨励金を受ける

49. 11 億康優良学校県1位（小規模校）受賞 （朝県日教新委聞社） 

50. 10 
昭和50年度 仝 上

＂ II 
創 立百周年記念式ならびに諸4謬妃実施

51 . 11 県代表儘康償良学校として受賞 （朝県日教新委聞社） 

52. 7 県代表紐康1憂良校として中央審査に,!}類捉出

＂ II 
昭和52年度小規模校日本一健康窪良校として受賞

そ の 他

7月
父母と教師の会(PTA)創談

叫立整肢l~Iが当校の分校となる

II月
PTA 県教委より表彰を受ける
4月
浅井町立西幼稚園併訟

3校月舎南側築山およぴ花泣完成

12晶
別教室 (2期工事）竣工
PTA活・tt動に つ いて 県教Yr会
よ＇）、妥：

7月
プー ル~ユこ

3月
整肢図児県立安渡学校へ移行

10月部全大国臣償表良彰PT Aとして
文 をうける

①教育目標

教育課程改善の趣旨をふまえ、

体徳知の調和のある豊かな人間性

の育成をめざし、

「つよいからだと、豊かな心」に

焦点をあて、つぎのような目標を

設定し、学年化、学級化をはかり

つつ、日 々の歩みを続けている。

「自主性と実践力をそなえた

た〈ましい浅井西小の子」

の育成をはかる。

② 学校経営の重点

〇 基本的態度

校長のリーダーシップと

全教職員の共同体的経営意

識を甚盤に 「健康」とは教

育の目的概念であることを

確認し、教育愛にみちた学

校経営を推進する。

〇 研究的態度

「教えることは、学ぶこ

とである。」の信条に徹し、
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教育課程改訂の精神を汲取り、計画的な研究体

制確立とともに、特にこどもと のふれあいを重

視し、効果的な教育活動の創造 と展開をはかる。

〇 棗境の整備充実

保健安全的配慮はもとよりであるが、こども

の立場から 、活動 しやすい環境を、みんなのカ

で創 り出 してい〈配應をだいじにしたい。

0 「地域 ぐるみ」の教育の充実

学校・家庭 ・地域三者一体の姿においてこそ

真の教育は向上する。

今日迄の梢上げをさらに深め「こどももおと

なも、ともに伸びる地域ぐるみの活動」を、よ

り没透、定着化させる。

5. 本校の特徴的な活動

① こどもの自主性に訴える教育の研究体制の

充実と実践

媒団登校後話合いの子ども

特に、「自ら進め る場」を設定し、 1時間の授業の中

のみならず、こどもの活動するあらゆる場に生かすよ

う考應してしヽ る。

② 学校保健委員会の組織と活動の充実

こどもの代表を組織に組入れたことはよろこばれ、

議題も、管理面のみならず「保健の日の活動」「テレピ

なしデーの設罰」「ごみなし運動の展開」等、生活に密

豹したものが取上げられるようになった。

なお、「各字別他康づ〈り推進会」の活動は、地域ぐ

るみ活動の源となり、毎月の「保健の日の活動」 は、

各字、各家庭に浸透し、保健安全面への関心昂揚の足

場とな っている。最近は「心の健康」としての親子読書

運動も逐次ひろまってきた。

③ 学校保健計画の改訂と指導の充実

保健教育・保健管理 ・組織活動の三面から検討を加

え、特に「学級指導」については、各学年「保健，安全」

それぞれ、年間配当を多くし、また、個に即した立場

から、「健康実行目標」を定め、健康習慣も定滸化して

きている。

「保健の日」マラソンの出発

④ 創意を生かす児童の活動の充実

こども達の生活に直結した 「ひと リー研究」も質的

に向上し、児童会活動も、児童集会、ごみなし運動の

展開等、こどもなりの発想を生かした活動が展開され、

しかも、学校内から学校外へと遂次拡大されつつある。

⑤ ユニークな体力づくり活動の継続

業間活動の一こま

こどもと教師が一体とな った「朝のかけ足」から 1日

の日課が始まる。その他多面的な業間活動、「健康づ〈

りカ ード」の活用、浅井西小テレビ体操（雨天時）等、

主体的なこどもの活動の継続により運動能力も向上し、

風邪による欠席率も逐年低〈な ってきた。

⑥ ゅたかな心を育てる学校環境の整備

職貝 ・PTA等の共同作業により、自作遊具が設置

され、また、念頭の運動場芝植は先ずフィールド内が

完成し、ともに、こ ども達の魅力をひ〈ようになった。
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さらに各教室の「保健コーナー」「健康観察板」の設箇

活用は、「自ら保健するこども」の育成のための好素材

とな って いる。

6. おわりに

紙面の都合で、実践の一部しか述ぺられなかったこ

とを、まず、おわぴしたい。

健康俊良学校日本一 ……… それは、本校の教育に

とって、喜ばしい、ひとつの前進のための契機である

と把握したい。

現実に、経営や実践の中に、いくつかの問題点が残

されているのが、いつわらない現状である。

時あたかも、新指導要領への移行措罰の時期に入る

わけであるが、本校の歩みについて、全国の先生方か

ら暖かい御指辺を仰ぎつつ、ゆと りあるしかも充実し

た学校経営創造を模索する中で、「自らひとり歩きので

きる子ども」の育成をめざして、遅々たる歩みながら

も、一歩々々さらに教育実践をたかめていくことに、

情熱を燃やしていきたい。

保健の日活動グラ 7

昌
子
ど
も
だ
け
で
家
族
い
っ
し
ょ
こ
字
ぐ
る
み
で

83.8 

82.2 

95.0 

全日本健康優良学校日本一の栄に浴して

生活化をめざす保健指導
一心と体の姿勢づくり一

愛知県瀬戸市立下品野小学校

保健主事 臥： 内 豊

11月3日文化の日に朝日新聞東京本社で表彰を受け

た。その折、本校がどのような点が良くて受宜したか

をある審査員の先生にお尋ねしたと ころ、要約すると

次のような点をあげられた。

1. 児童の活動がすぐれていた。

2. 地域の協力態勢がよ〈できていた。

3. 瀬戸という 地域性を生かしていた。

いつも、その中にいると学校の良さというものが分

かりに〈いも のであるが、審査員の先生に指摘を受け

て初めてなるほどと思い当る節があ った。そこで、そ

の点について述ぺることにする。

1. 児童の活動状況について

本校では一昨年の冬から薄着運動を試みた。

先ず、その準備段階として夏休み以前に「今年の冬

は出来るかぎり薄着をさせたい。特に男子は半ズポン、

女子はスカートで生活させたい。そのため、夏の間に

しっかり太陽に皮,aをあてて鍛えておくように」と児
童は勿論、家庭にも連絡して了承を得ておいた。また、

学校保健委員会の席上、校医さんや保健所長さんのご

意見も聞き実施した。

12月に入り、だんだん寒くなると「こんなに寒いの

にそんな服装をさせて風邪でもひいたらどうするのか」
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とか、 「鳥肌にな っているももを見るとかわいそう」

というような声か聞こえてきた。然し、実行している

児童達はその割に平気なようであ った。

奎の中でも元気なマラソン

学校ではw:年12月になると各教室にストープを設置
し、 10度以下になると火を入れるきまりにな っている。

それで、その年も一応12月にストープを設置した。然

し、上旬のある日、児童会の係の先生から、 「昨日の

児童会で、児童側より 『折角、薄着運動を始めたのに

暖房しては寒さに負けることになるから、少なくとも

12月い っぱいは火を入れないことにしよう 』 という提

案があり、そのように決定したから各学級ともご協力

願いたい。」という発言かあった。

本校々区は、瀬戸の東部にあり、中心部よりは 1-

2度気温が低い。そういう中で、ほとんどの児童（病

気の者以外）が薄着でがんばり通した。

その結果ー一

●市内でも相当数の学校か学級閉鎖をしたか、本校で

は、その事が原因かどうかは定かではないが、どの

クラスも風邪で休んだ数は最高12-13バーセントで、

閉鎖をするまでには至らずにすんだ。

●ぜんそ〈の児童か2人いるが、その子たちも友達に

つられて薄着でかんばったためか、その冬は発作も

おこらず、親御さんも喜んでみえた。

● 1月以降も、ストープをつけたのは数える〈らいし

かな〈、燃料費が大分、節約できた。

2. 地域の協力態勢について

本校の学区の保護者（父親）は殆んどが本校の卒業

生である。そのため、 「おらが学校」という気持で、

作業にも梢極的に参加してもらえる。写真の遊具作り

もその一つ である。

PTAによる施設作業

例1.

このネットクライミング作りの時も、あまりお金

をかけないで作ろうということになり、先ず、材

料の鼈柱は電力会社から下請けの会社に頼んでも

らい、そこの好意で木材をもら って枠組みができ

あがった。次にネ ッ トであるが、これは綱を買い、

父兄の手で編みあげたが、それを枠に結わえる の

が非常にむずかしか った。 というのは、下手に結

ぴつけると緩んでしまう 。何度も失敗し、最終的

には消防のレンジャ一部隊にお願いしてみた。さ

すかに綱を張ることにかけては専門家で、ネットの弛

まないように結んでもらえた。 こうして、現在も

児童達は喜んで利用している。

子供達の活用状況

例2.

学校では各家庭に呼びかけて、親子の体力作リ

を家庭で行ってもらうようにした。そして、そのこ

とを学校保健委員会の席上でテーマとして討論し
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た。その時のある父親の発言は。

「私の家は私が一人で陶器作りをしているので、

なかなか子どもとい っしょに体力作りをする暇があ

りません。それで、日曜日に子どもとこの付近の山

へ、よく出かけることにしています。そのわけは、

山を歩きながら呉須（磁器の染付に使う藍色の顔料）

を探すためです。今は、この呉須も非常に少な〈、

なかなか見つかりませんが、山歩きをしながら、古

窯の話や陶器の話をすることによ って親子の対話が

生まれ、歩くことによ って自然に体力作りもできる

と思います。それで、この呉須探しが、わが家の体

力作りと思っています。」

3. 地域性を生かしたこと

本校のある品野町は昭和33年に瀬戸

市に合併したが、合併以前からも瀬戸

の隣接町ということで当然窯業は主産

業であ った。ただし、その規模は小さ

く殆んどが家内工業的である。窯業と

いっても、製陶業あり、販売業 （問屋）

あり、また、仕事が分業化されている

ので、家で内職としての仕事がかなり

できる。

このように、連区内の家庭は大部分

が何らかの形で土に関係した仕事が多

い。こうした背景の中で、郷土に生き、

郷土を知り 、郷土を発展させるために

小学生のうちから「土に学ぷ教育」が

必要ではないかと考えて本校の全体構

造を作り推進している。

例．図エクラプ

ねん土をクラプの時間にかめから

取り出し、足でふんでやわ らかくす

る。専門家は手で練るが、児童はカ

がないため足で練る。この練るとい

う作業は、土をやわらかくするとい

うだけでなく 、練ることによ って土

の中の空気を追い出す役目も果たし

ているそうである。 （こうして使う

ことを土を殺して使うという由）

このようにして練りあがった土で

自分の好きな作品を作り、十分乾燥

させてから学校の窯で焼きあげる。

作品によ って は素焼きされた物に釉薬をかけて再度焼

くと、本焼き の作品ができあかる。

― おわりに

健康指＃については、 1憂良学校として県代表に選ば

れたような学校は、どこの学校も相当実践してみえる

と思うので、その点は省略し、簡単であるが本校の多

少特徴的な面のみを紹介したような次第である。

最後に、たいへん立派な賞をいただいたがこの責任

は重く、今後、この宜に値するだけの実践を栢み重ね

て行くことが、われわれに課せられた任務である。大

方のご指導を乞いつつ拙文を止める。

—土に学ぶー一



8

日本一の誕生を称えて

1 . 消え去らぬ胸のときめき

感動を教育の場に

健康1憂良児日本一、鬼海武俊君。本県初めての栄冠

に輝いた。

11月1日、私は新教育課程に関する研究協議のため、

朝日少年自然の家で会議を進めていた。会の終る夕方、

自然の家の職員が、私に、学校から訛話が入って いる

と知らせてくれた。会議出張中は、重要な問題のない

限り教頭が処理することにしていたから、何事かと不

安を党えながら、急ぎ受話器を手にしたのである。

教頭は「うれしい知らせです」との前晋きをし、私

の不安を先ず除いてくれて、 「武俊君が、中央審査で

日本一に推鷹されたとの、朝日新聞社山形支局からの

連絡です」と、一気に報告して〈れた。

然し、発表が 3日と聞いていたから、半信半疑であ

ったが、本校から昭和44年に特選に選ばれた角田君が、

東京の大学生として、晴の舞台に参加した後鉗の為に、

お世話をしていたとか。その角田君からも、鬼海君の

日本一決定の知らせがあ ったとの報告を受け、始めて、

「日本一」の快挙に、胸をときめかし感動を覚えたの

である。

その瞬間、年甲斐もな〈、声が裳え、目頭の潤むの

をどうすることも出来なかった。

早速会議に集ま っていた地区小学校長41名に、この栄

脊を報告。全校長は、思わず万歳を叫ぴ、心か ら祝福

してくれた。

日頃、東北の後進性を打開するために、学校教育の

推進を叫んで来た私達校長に、この快拳は、地区教育

の自信と勇気を振い立たせずにはおかなかった。

10月、県審壺会で、県一位に選ばれ、全国10名の

「特選健康優良児」だけでも素睛らしいことであるのに、

日本一の折紙をつけられたことであるから、その感激

山形県寒河江市立寒河江小学校

校長 村田 賢士

は涙のこぽれるのも当然であった。本校の名脊である

ばかりでなく 、山形県の誇りでもある。県教育長から

早速の祝電を受け、心から喜んで戴き、更に感激を深

〈した。特に本県の教育基本目標の中に、 「うるおい

のある 人間性豊かな県民の育成」「健康でた〈ましい県

民の育成」を揚げ、新しい時代に即応する教育の推進

を目指しているだけに、武俊君の快挙は、本校の職員

は勿論、児童たちにも大きな自信とな ったことは云う

までもない。

中央審査にあたられた先生方から、努力すること

の大切さと 、心と体の調和した子ど も達ばかりであり、

将来の日本を担う、理想的な少年少女の代表だとの励

ましの記事を思い起こしながら、現場の学校教育の活

力として、生かし ていきたいと念願している。

2. 厳にして静、慈にして細
—家庭教育の輪を広く -——

日本一の栄営を得た鬼海君は、誕生時未熟児だった

という 。調理師を職とする父の秀夫さんは、家庭の食

事は一切奥さんの美代子さんにまかせ、家庭では腕を

振るわないと語ってくれた。それだけに、奥さんは、食

事には、相当気をつけられた模様である。

日本一を祝う会席で、奥さんは、こうも語ってく れ

t・ -o 

子どもの食事に好き嫌いが生ずるのは、父の影特に

あるらしいことを知った。それは、父が「うまい」

と言って食事をした時は、子どもも「うまい」とい っ

て食ぺたし、 「うまくない」といった時は、子どもも

又「うま〈ない」といって食ぺる傾向があることを発

見した。

だから、子どもと一緒の食事の時は、何でも「うま

い」とい って食べて戴くようお願いし、喜んで協力し

て戴いたということである。
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その後は、好き嫌いは言わず、喜んで何でも食ぺる

ようにな ったと 。

小学一年の入学の頃、学校給食になじまぬために、

学校生活そのものに悪影評を及ぼしている例は少な〈

ない。未熟児の武俊君が、日本一の栄冠のかげに、こ

のような細かい配慮による愛梢が秘められていること

を知った。

更には、父親は、格別に神経質に健康に関して気を

〈ばってはこない。最近は早朝マラソンを続けている

が、時おり自分も参加したりもした。何事につけおお

ように育てて来た反面、 4年生頃までは、唯々食事と

睡II艮時間だけは、規則正し〈躾したという 。

まさしく家庭教育の根本を、張底してこられたのだ

と思う 。最近の子どもの育て方に甘やかしが多すぎる

風潮は、結局は子どもの心と体の成長に悪い結果を生

じていることを反省させられてならない。

審究会には、父親の秀夫さんが付添われ、母親の美

代子さんは、表彰式の時に上京する計画であ った。日

本一の知らせを受けた美代子さんは、体が震えてとま

らなかったという 。

厳にして静なる父親と、慈ありて細なる母親の教育

があればこそと思う。だからこそ、日本一に相応しい

だけの、体位 ・体カ ・豊かな知識、更には心の健康

と相ま って、立派な性格の持ち主とな ったのにと信じ

たし‘。

帰校後、県知事、県教育長を始め市長他関係各位を

訪ね「これからもがんばります」 と力強〈挨拶する武

悛君に、激励と祝福をして戴き、心からよろこんで戴

いた。終生忘れ得ないことであろう 。

鬼海君は、今も変らず、マイベースで生活を続けて

いる好少年である。

3. 限りなき前進のために

ー一学校・地域・家庭一体の教育を一~

本校は、寒河江古城二の丸跡に建築された学校で、北

に、出羽三山を仰ぎ、南に蔵王を眺め、三大急流と称さ

れる最上川と、清流寒河江川に囲まれた山紫水明、さ

〈らんぼの里として知られる寒河江市の中央に位箇す

る環境にある。

現在は、児童数1400名、 37学級の規模であり 、昭和

48年創立 100周年記念式を挙行した長い伝統と歴史を

もつ由緒ある学校である。

私たちは、 1400名の児童一人一人が心身共に健康な

成長を願い、平凡なことを非凡に、不断の指迎と実践

を続けることに心がけてきた。こうした中で、子ども

達は、とても素直に明朗に育ってきていると思ってい

る。

児童数に比して、校庭は30mX60m、体育館も 2ク

ラス同時使用しなければならない程狭沿なだけに、正

規の体育授業にも並々ならぬ担任の苦労が偲ばれる。

だから武俊君は、全校児童の中の個人 としての指西で

あったに過ぎない。

それだけに、本人の素質 ・努力と、ご両親の投育の

賜であると心から祝福し、敬意を表するものである。

幸なことに、健康教育については、伝統によ って培わ

れた学校の券囲気は、数々の体育的対外行事には常勝

の力をつけ、地道な実践が、引 き継がれてきた。余り

にもおこがましいのであるが、学校保健部門のあしあ

とを概述させてほしいと 思 う。

昭和15年学校医となられて以来昭和52年 6月故人と

なられるまで、本校の学校保健、健康教育に1羽熱を燃

やして指祁して下さ った小松文ー先生を忘れることが

出来ない。先生は長期間、当地方の医師会長の要職に

あり、かつ当地区保健会創設以来の会長として、敏腕

を振るわれた。こうした立派な校医のもとに、昭和16年、

虚弱児の他康増進に箔手以来、 PTA・地域の協力の

もと、健康教育の飛躍的な発展を見せた。

昭和27年 保健経営適切で県より表彰

昭和28・29年 学校保健擾良学校として地区保娃会

より表彰

昭和29・30年 学校保健研究校として実紹により、

県より学校保娃擾良学校特選表彰

昭和31年文部大臣表彰

昭和35年 県より保健俊良学校表彰

昭和40年 よい歯の学校表彰、引き紐き昭和45年よ

い歯の学校最俊秀校、昭和50年には10年連続俊良校と

して表彰

昭和44年 健康優良児童全国特選 （角田君）

など数々の表彰の示す通り、日常の学校生活の中に、

学校保健、健康教育が定着していたものと名えられる。

昭和43年以降、肥満児対策として、肥満児のための

特別指＃が開始され、現在も尚手をゆるめてはいない。

武俊君の日本一の栄菅を故人の小松校医の釜前に報

告し、更に限りない発展のために、伝統の灯を消すこ

となく 、前進一途あるのみと覚悟を新たにしている。

4. 光明 —自信をもって

今回の健康俊良児に、男女とも、本県より特選児が
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誕生、しかも男子日本一に本校の武俊君か推煎された

ことは、何とい ってもよろこばしい限りである。

本校にと っては、二度目の快挙であり然も日本一 と

いう栄営に輝いた。束北地方からも、特選男子の 2名、

女子の 3名誕生ということは、何と素ばらしいことであ

り、心から祝福すると同時に、自信をも っていいとい

う心境に立つことかできた。

今後更に精進を重ね、学校教育の充実に努力したい。

光明見えたりという感じを持つのである 。

栄誉をたたえて

健康優良児日本

担任後藤 肖ハ 善

武俊君 「日本一」 おめでとう 。

心も体も健康であることで日本一の栄営をいただい

たことは、はんとうにすばらしいことです。 「日本一」

の表彰の楯を手に学校にもど った時、全校1400人の友

だち、そしてクラスの友だちは万雷の拍手で祝福と喜

ぴをわかち合いました。毎日を共に生活をしているた

めかあまり身近かすぎて「日本一Jということが実感と

してとらえることができませんでした。今にな って、

自分のクラスから「健康優良児日本一」の栄営を得た

ということは、教師として、これ以上の幸せはありま

せん。本人も最高の幸福感にひた っていると思います。

武俊君が全国の特選児に選ばれた時、体位はいまま

での特選児と比べて、特に秀れたものではなか ったよ

うです。でもバランスのとれた身体、走力、跳力、投

力など、どの領域にも欠点のない、秀れた運動能力を

持 っていました。 また、日常の学校生活では、落ちつ

いた言動、実に堂々とした発表態度など学校でも秀れ

たリーダーとな って、めざましい活躍ぶりでした。だ

から必ず、よい成績をおさめるであろうとひそかに期

待はしていたものですか、 「日本一に選ばれた。」とい

う報せを受けた時は、半信半疑で何回も〈り返し聞い

たはどでした。

武俊君との出合いは、五年生を担任した時からです。

学習にも、運動にも、遊びの中でも、伸ぴ伸びと参加

し、級友とのおしゃべりで時を忘れ、ふざけ合って無

邪気に校庭を走り回 っている姿も見られました。

一方、五年から郡陸上大会、郡水泳大会に参加し、

万能ぶりを発揮しました。六年にな ってまた一段とた

〈まし〈成長しました。郡陸上大会では、 80メートル

ハードルに優勝し、 400メートルのリレーでは、最終

走者として力強い走り方で直線百メートルで先頭を抜

き去って、優勝の原動力となり、興館の渦にまきこん

だこともあります。そんな時も、チームの百任者とし

て、また学校の代表選手としての誇りを自覚し、冷静

で駿ることなく、みんなの祝福を心から喜んでいまし

た。練習の成果はもちろん、どんな条件でも、本番に

なると練習以上の力を発揮する底力と根性を見せられ

ました。学習面では、正しい理解力、論理的思考力、

記憶力などすばらしい能力を持ち、あらゆる課題を自

主的に取り組み、かんばり通す意志の強い面を持って

います。そして、えらぷったところかな〈、素直で誰

とでも協力して学習しているのです。

このたぴの栄誉を得たことについては、本人の秀れ

た素質とふだんの努力はもちろんですか、そ の陰にあ

る御両親の愛情と、未熟児として誕生した武俊君を細

かい配慮あるお母さんの養育かあ ったからだと 信 じて

います。 また学校生活では、多くの先生方の御指導、

それと共に励まし合い、協力し合ってきた多〈の友だ

ちがあ ったことを忘れてはならないと思います。

今後は、この栄営が重荷となるようなことのないよ

うに、変りない養育を御両親に、よりよい御指祁を多

くの方々に望むと同時に、益々武悛君の本領か発揮さ

れるように見守っていきたいと思うのです。
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（鬼海君ご一家）

わが子が、こんなに成長して、朝日新聞本社の講堂

で、社長さんから、子どもと共に賞状と楯を戴いた時

の感激は一生忘れることはできない。雲の上にでもの

ったような、言葉では表すことの出来ないうれしさで

あった。

授賞式で、階段を上る時に転んで失敗でもしないか、

又足か震えて、上ることか出来ないのではないかなど、

心配でならなかった。 リハーサルはしたものの、大き

い講堂に上るのは初めてなので……。

それでも、子どもにだけは、きちんとしなさいと 何

度も 言っ たものだ。鹿児島の日本一になられた丸野さ

んも、き っと同じような気持ではなかったかと思う 。

全員の表彰が終って、健康優良児代表して男子が武

悛の答辞。武俊は、元米無口であリ、話も余り上手で

はないので、本番でどうかなあと読むまで心配でした。

途中で駄目にならないようにと祈る気持でした。然

し、思った程ではな〈、大きな声で読み上げる姿が、

生まれた時の末熟児でも 、こんなに大き〈立派に成長

してくれたと、初めて、自分にもどった気持でした。

日本一には、全然なれるとは思っていなかったし、

他の優良児の皆さんは、武俊よりは体格も優れていた

し、なぜ日本一に選ばれたのかか不思議な位でした。

親が小さいので、初めての子どもが、病院で末熟児

だといわれた時には、がっかりもした。でも、妻には

大切に育てるよう何度も言い聞かせたものだ。

2オから 3オに育つにつれて、体も大きくな った。

遊ぴに行って困ったことと言えば、 「これは何だ」

「あれは何だ」 と聞かれ、納得のいくまで聞きかえさ

れた。

武悛は、小さい時から本だけはよく読んだ。読めな

い字かあると、何と読むのかと、仕事も出来ない程聞

かれたことを思い起こす。

3オの時であったか、休日に遊びに行った帰りに、

腹が減 ったので食堂でラーメンを食べた時には、武俊

健康優良児授賞式

に参加して

父鬼海秀夫

は一杯でたらず二杯も食ぺたのに驚かされた。埼玉で、

食堂を経営していた関係で、食べ物だけは、十分とま

ではいかなくとも、珍らしい物があれば、買 って食べ

させて、寝る時間だけは、必す守ってきた。夜は八時

に寝るようにし、朝は、六時半頃迄に十分睡眠をとら

せてきた。その武俊が今、晴の日本一を授賞し、親とし

ての感激は、子ども以上のものがある。

六年生も終り、 中学、高校へと進学することになる

か、普通の成績で進んでいつて〈れればよいと思って

いる。

親として、子どもに期待するものは、何もない。只

途中で、どんな風に変化するかは、本人次第だと思っ

ている。

現在、子どもに言い聞かせていることは、悪い事と、

うそだけは絶対ないように、きぴしくい っている。

家族か楽しく 、仲よく、話し合って暮していくこと

が、子どもの成長にプラスにもなるものと信じている。

そして、武悛の成長を見守っていきたいと考えている。

いのち

光彩を放ちて重きみのりかな

蒼空にこぶしの花芽競い立ち

落ちこぼれいざ立て春の慈雨浴びて

（しげる）
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日本一になって

鬼海武俊
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ぽ〈は、健康優良児童、日 本一の表彰を受けて、と

ても感激しました。

生まれた時は、体が小さ〈、病気がちでした。そん

なぽくが、健康優良児童、日本一の表彰を受けるなん

て、今にな って考えてみれば、その小さか った時は、

健康の「け」の字もあてはまらなかったと 思 っていま

す。

それから 、表彰式までの 4日間、共に寝起きしてき

た全国各地の友達のことも思い浮かんできました。こ

まったことや、わからないことなどは、いっしょに生

活してくださったカッパ（寺田幹根）さんや、 キ

リン（金塚太美子）さんたちに聞いてきました。 この

おかげでみんなのことがよ〈わか ってきました。そん

な友達のことが今でも 、忘れられません。 まして、こ

の後は、今よりも、一層に思い浮かぺることができる

でしょう 。それに、その健康俊良児童の友達を代表し

て表彰されたのだから 、一生忘れることはできません。

それから 、もうひとつ忘れてはならない人達がた〈

さんいます。父、母、学校の先生、身近な友達……、

などと、数えきれないほどいます。そして、このよう

な人達は、ぽくの生い立ちに関係があります。学校の

先生は、ぽくが、おとなにな って社会に 出ても、りっ

ばに生活できるように、いろいろ学ばせてくださいま

した。友達とは、自分の意見を言 っだり、相手の意見

を聞いたり、良いところはのばし、悪いところはやめ

させて、自分と友達との関係を深めてきました。それ

に、父母。ぽくが未熟児に生まれてきたのに、一生懸

命にな って育ててく ださいました。その温かい愛惰の

中ですくすくと育っていきました。そして今では、こ

んなにり っばになって 、親孝行ができました。でも、

この親孝行をするまでには、 何 もなか ったわけではあ

りません。 くるしい こと 、つらいことが限りないはど

ありました。

たとえば、夏のことです。

郡の水泳記録会のために強化特訓をやってきました。

ぽ〈は、水泳が好 きでした。でも 、その強化特訓は

水泳をいやになるほどつらいでした 。 ザァー、ザァ—

と地面 をたたきつけるような雨の日も休 ませて〈れま

せん。 もちろん、フォームが悪〈なるからと言 って、

特訓でしか泳がせて〈れませんでした。だからとい っ

てやめてはいられません。ここでやめたら、何事にも

だめにな って しまいます。それこそ、り っばな人間に

はなれません。ですから、い〈らつら 〈て もがまんし

続けてきました。そのかいがあ って五年生の時は、良

い成績を出すことができました。でも、いつでもペス

トコ ンデションではあ りません。六年生の時‘は、小学

生時代はこれで終わりだと思って、がんばって きまし

たが、かぜのために 出られませんでした。これで、い

つでも体の調子を整えておく こと のむずかしさ、その

中でも本番には、最良のコンデションにしておくこと

のむずかしさを 、教えられました。

そのはかにも、やりたくない。やめてしまいたい。

というような、くるしいこと、 つら いことが、たくさ

んあります。そのような時は、友達に相談したり、い

ろいろな人の知恵を借りたりして、解決してきました。

でも、知恵を貸して〈れる人がいなかったり、どう

しても、自分自身で考えなければな らない場合は、し

かたありません。ひとりで考えます。けれど、なかな

か解決できないといやにな ってきます。そんな時は、

どうしても人にたよりた〈なります。でも、そこで人

にたよるようではいけません。前にも 言ったようにり

っぱな人間にはなれません。これはぽ 〈だけでな〈、

だれにでもあてはまるでしょう 。ですから、ぼくは、

このことを忘れることなく覚えておきたいのです。そ

れから、友達との付き合い、人間としての関係を今ま

で以上に深めて、 身近な人との付き合いだけでなく、

健康俊良児童を初め、全国各地の人達と付き合って、

少しずつ社会に慣れていきたいと思って います。

協力心 と独立心、人 と人との付き合い、それに、何

事にもたえぬく 心、こ のことが、これか らのぼ〈のた

めになると思います。おとなにな って、社会に 出てか

らも 、こ のことがきっと役にたつだろうと思っていま

す。
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「日本一健康優良児」誕生を喜ぶ

1 . 最高の感激

「校長先生電話です」に何気なく受話器を取ったと

たん 「お陰様多恵子か健康優良児日本一に選ばれまし

た」とうわずいた東京からのお母さんの電話に、職貝

室にいた先生方と思わず万オを叫んでしまったのは、

11月1日の午後 5時35分でした。それから朝日新聞社

鹿児島支局からの正式な健康優良児日本一の通知とと

もに、県保健体育課からの祝電を受けて、退出ぎわの

先生方や、駆けつけて米た PTAの方々とともに、本

校の職員室は今までにない感激のるつぼと化した。

明けて 2日は、 PTAの総務部会、スボーツ少年団

貝の保護者役員会が開催され、祝賀の日程か決議され

た。即ち、 4日鹿児島空港ヘバスや自家用車を連ねて

の大歓迎陣や、体育館でのスポーツ少年団員約100名

による歓迎会、それに多恵子さんの父の経営する食堂

山茶苑での祝賀会は、数発による花火とともに夜空に

こだまし、霊峰高干穂の山々は今までにない祝賀一色

に包まれた。

明けて 5日は、 「おめでとう日本一健康優良児、丸

野多恵子さん」の横断幕を校門前や道路の要所要所に

掲揚し、 7日は、県の教育事務所や県教育長、県議会

議長さんの所にあいさつまわり、 8日はMBCTVで

生放送、 19日は名古屋放送と MBCTV共催で 「ゆか

いに生きよう日本一健康優良児丸野多恵子さん」で放

映、更に20日は多恵子さんの日本一を記念しての牧園

小学校スポーツ少年団第一回運動会が華々し〈挙行さ

れ、それはそれは、多忙な祝福に明け暮れた毎日でし

た。

思えば、鹿児島県の学童の体位体力は毎年全国の最

下位にあるにもかかわらず、健康優良児日本ーが鹿児

島県に誕生したのは、今までにない快事であれば、全

校児童数279名の山間へき地の小規模校の校区民の驚

鹿児島県姶良郡牧園町立牧園小学校

校長豊釜 華士立 Jじヽ

き、喜び、感激はその当人ならではの感を深くした次

第である。

2 . 自然環境

牧園町は、霧島火山脈の裾野台地に位し、面積約130km'

の広範な高原で、いたる所に温泉かゆう出し、雄大な

自然の景観と共に観光資源となっている。

牧園地区は、牧園町の南西に位し、面積およそ23km'

の山地が多く田畑は割合少ない。空気がきれいで、公

害に汚染されることなく、美しい自然の中にある。

3 . 文化環境

牧園校区は、町の中心で古い歴史と伝統をもち、人

ロも町の約三分の一をしめ、町の行政、経済、文化、

交通の中心で、役場をはじめ農協、銀行、外各種機関

中学校、高等学校もあり、校区民の教育に対する関心

• も極めて深い 。 保護者の職業構成も、会社員 21 .5%公

務貝18.3%、農業12.6%、建設業17.3%、商業5.8%

自由業9.9%、その他8.3%と有識者が多い。

4 . 本校の教育方針

豊かな人間性と創造力に富み、たくましい実践力を

もつ心身ともに健康な児童の育成をめざす。

(1). こんな子ども …•……••主体的に学ぶ子ども

①．元気で明るい子ども（心身）

心身ともに健康で明る＜、いつもはつらつとして

機敏に動くのびのびとした子ども。

②．考える子ども （知）

じっくりと学習にとりくみ、よく考えて創意くふ

うをし、きちんと物事をやる自主的な子ども

③．仲のよい子ども （情）
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思いやりがあり、仲よく助け合い、人に迷惑をか

けない、心の美しい上品な子ども

④．かんばる子ども （意）

自分から進んで学習に取りくみ、よろこんで働き

最後までがんばりぬ〈意志の強い子ども。

(2). こんな学校

① ．明るい学校

股かな教育活動が展開され、いきいきした躍動を

党え、新鮮さをもって前進する明るい学校

② ．楽しい学校

温かさ、なごやかさがみなぎり、うるおいかあり、

善意と希望と喜びに満ちた楽しい学校

③ ．美しい学校

すぺてのものか教育的に生かされ、整然とした気

品のある美しい学校

④．たしかな学校

子どもの幸福か1憂先し、ひとりひとり の子どもが

大事にされ、手落ちのない小学校

⑤．信頼される学校

おたがいが協力的で信頼で結ぴついた学校、そし

て家庭社会と血のかよい合う信頻度の高い学校

5 . 具体的な健康教育

本校の児童は他校に比較して体位、体力ともに

良好であるとは 言えない。その原因の一つに校庭か

2,330m'という今時珍らしい狭小な運動場であるとい

うことである。それがため本校は特に走に弱〈、筋力

に欠ける。

(1). 本校の運動能力と体力診断テストの実態

運動能力における県平均との比較

(S. 51. 11. 15現在）

戸
5 年 6 年

男子 女子 男子 女子

県平均本 1交県平均本校 県ギ均本校県平均本校校

50m走 9 2 9 l 9.5 , ,,9 .8 、/ 8.9 多9'.z'. 9 1 勿 ．ぷ
走り幅とび 303 5 338 0 277 1 290 9 325 7 326 0 298 2 302 3 

ソ7トポー
29 5 3i 4 17 .1 19 1 34 0 グ,,,,3‘1.、‘ク9/ ' 19 9 24.9 ル投げ

斜 懇 垂 36 2 ~, /, .2'.4-. ✓./2//, , ・ 30.2 各6.1 38 4 35./. 1 29 3 30 2 
ジグザグト・

20. 7 18 3 22 0 21 9 18 5 19.0 19 6 ,_ 19 8 リプル

遠-I-・-絞がさリか 4 5 叡.i4 3 笏54 8 ¼./1· ： 4 5 名37 

忽笏県平均より下まわる

体力診断テストにおける県平均との比較

予
5 年 6 年

男 子 女子 男子 女 子

県平均本校県4屯J本校 県-'l''り本校 ¥¥¥'I'均本校
反復横とぴ 36 2 37 0 35 4 1/34 I J. 39 6 る瑾 38.4 39 4 

~iii とし’ 32 i 33 4 30 8 グI、29.2 /, 36 3 32.li 33 7 132 9 .. . /, , 

1'i 筋力 56 3 60 3 45 8 46 8 66 3 ~4 4 I 54.8 60 2 

樹 力 17 7 %'1, 4 ／ 16 2 ~1 5 3・／' 20 3 行84 19.3 19 6 
rr. t; fl. 砕

6X.9 俣厖 65 I 66 0 69 2 66.8 ／ 64 8 74.3 （指数 ）

伏臥 I.I本
44 3 ~9 0 45 8 47.5 46 5 l,j5 i ／＇ 49 I 51 i そらし

立位体前屈 7 8 グ／ ヽ6ヽ0,/ g g グI,,'-i、5，I,' 8 0 /'ヽ,,. ,-'.I , 10 8 110 3 ，／ 

膨麿県平均より下まわる

(2). 駆け足となわ飛ぴ

毎朝天気の良い日は、全児童による駆け足となわ飛

びを交互に実行して、体力、忍耐力の向上と、元気で

明るい子どもの蓑成の一環としてやっている。

(3). 給食後の歯磨き運動

本校の実体として、虫歯が実に多い。それがため、

全児童、給食後は虫歯予防のため、歯磨き運動を年間

を通じて実行している。

(4). スポーツ少年団の育成

本校では、スイミングクラブ、剣道、バレーポール

の三つのスボーツ少年団か結成されている。このスボ

ーツ少年団は、年間を通じてほとんど毎日線習をして

いる。スイミングクラブは冬期であって も、近くに温

泉プールの施設があるので、練習に事欠かない。指迎

者は、剣道以外は、本校の職員があたっているが、今

時珍らしい献身的な指導熱心さで、父兄からの信穎を

一身に集めている。また父兄としても、 5時以降各職

場から解放された有志の人達に実によ〈面倒を見てい

ただいている。それかため成績もよく水泳の記録は郡

でも抜群、パレーボール （女子）は県の大会に出場し

て一、 二位の成紹を収めている。剣道は、指＃者は部

外の人に当ってもらっているが、大会の成紹はあんま

り芳し〈ないが、それでも心の鍛練を里点にした指禅

は、児童の礼儀作法面に大き〈貢献している。 日本一

健康俊良児の丸野多恵子さんは現在パレーポール部員

として活耀しているが、 4年生の時は剣道部、 5年生

では、水泳、バレーポール部員として活躍した。

(5). その他の活動

本校は学級 ・学年PTAの活動が盛んで、よく日曜

日を利用して、 学級や学年による霧島登山、夏のキャ

ンプ （親子）活動が活発である。また地域活動として
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は、ソフトポールの大会、運動会、綱引き大会が、各

地域毎の子ども大会の行事として行なわれている。こ

れらの活動が、心身ともに健康な児童の育成に大き〈

貢献しているのではなかろうかと思われる。

6 . 健康優良児日本一の丸野多恵子さん

10月のある日、私は校長室で仕事をしていると、

「入っていいですか」と丸野多恵子さんがやって釆た。

「校長先生に相談があ って参りました」 「何ですか」

と問い返すと、 「はい実は、校長先生すみませんけど、

私の図画のモデルになってください」と言う。 「何で

また僕を選んだの」と 言う と 「はい校長先生は頭が薄

〈て画き易しヽから・・・・・・・・・・・・・・・」

普通の児童ならば、校長室でさえあまり来たがらな

いのに 、堂々と入って来て、私の頭の毛の薄い所まで

はっきりと 言えるおおらかなそして物おじしない彼女

の態度には、にくめない可愛さがあり、またいつでも

どこでも、にこにこと必要以上にあいさつが出来るこ

とと、下級生に対しては人一倍面倒の見れる明朗活発

な子で、本校の 「元気で明るい子ども」とい う教育方

針を地で行なっているような典型的な子である。もち

ろん体力、運動能力については、 何をやらせても本校

いや郡、県を通じて抜群の成緻であることはいうまで

もない。

以上のような多恵子さんか育ったのは、もちろん家

庭における父母を中心とした教育閑境づ くりはもとよ

り、多恵子さんを担任していただいた歴代の先生方の

並々ならぬ教育の結果がこのようなすばらしい栄脊を

もたらしめたものと思い、その関係者の方々に厚く感

謝の意を表する次第である。

特に現在担任していただいている愛甲先生には、雨

の日も風の日雪の日も毎日バレーボールの指追を夜お

そくまでやっていただいているその愛情ある指迎には、

全〈父兄とともに頭の下る思いでいっばいであ ります。

ほんとうに、御苦労様でした。

7 . 終りに

丸野多恵子さん、日本一健康優良児の栄営に酔うこ

となく、今後はますます心身ともに自重し、持ち前の

明朗活発さをいやが上にも発揮し、そして日本一にふ

さわしい立派な社会人に成長して〈ださい。そして10

年後は再ぴどこかでお会いし大きく成長した英姿の見

れる日を楽しみにしています。

「日本一おめでとう」

多恵子さん

担任愛甲勝 則

「多恵子さん 健康優良児日本一おめでとう 」

各県から選ばれた粒よりの代表10名の中から 「日本

ー」 の栄営を獲得するなんて：……・・「まさか」と思っ

ていました。今まで、牧図小から県一位が出たことも

ありませんし、ましてや「日本一」 が生まれようとは

予想もしていませんでした。ただもう、全国特選児童

に入宜してくれただけでもと喜んでいたのです。

それが、 「日本一」の栄誉、本当におめでとう 。

日本一の知らせを聞いたのが、 11月1日 （火）ちょ

うど、放課後のパレー練習の最中でした。 「やった」

「ついにやった」と思わずこぷしをじ っとt屋り、父兄

の人とも握手をし喜びをじーっとかみしめていました。

自分が推胞した児童が「日本一」になり、これ以上の

教師のしあわせはありません。バレー練習を済ませ、

すぐ多恵子さんの家へかけつけ、日本一の栄営をたた

えました。多恵子さんと直接電話はできませんでした

が、軍話から聞こえてくるお母さんの喜ぴにふるえた

声、今でも耳の中に残っています。あくる日、全校朝

会で「丸野さん 日本一」を全校の友達、クラスの友

達に知らせました。一瞬どよめきともしれない誘きと

喜びの声が湧きました。

県一位に選ばれてから、陸上記録会のための練習は

したものの特別に日本一へ向けて訓線はしませんでし
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た。ただ、県代表として恥ずかしくないように精一杯

やって来てくれればと思っていました。それかこんな

立派なすばらしいことになろうとは………これにあや

かってバレ一部員もがんばろうと11月3日試合に出場

しました。多恵子さんのいないバレー試合、何か欠け

ていたのでしょう 。惜敗でした。

そのまま、もう早く帰校し、多恵子さ んを迎えるた

めの準備に大わらわ。スボーツ少年団をはじめ、 PT

Aの方々も多恵子さんを心温か〈、迎えてやろうと一

生懸命でした。

それに、帰ってくる日、 6年生の友達か喜 びを、分

かちあおうとわざわざ空港まで出迎えに行きました。

また、クラスの友達も登校した日、 黒板に 「日本一、

おめでとうタコベー」と書いていました。このように

あなたの日本一を心から喜んで、心から祝ってくれた

のです。

他康俊良児となるからには、擾秀な知能と心と体を

兼ね備えていなければなりません。

多恵子さんは、 学校でもいつも朗らかで、だれに対

しても 気持ちのよいあいさつをします。

また、運動面においても抜群でしたから、機会があ

れば、健康俊良児に推服したいなあと思っていました。

6年生になって、担任してみますと、確かに、私が予

想した通り、 学習にも、運動にも、遊びにもいつも積

極的にのびのびと参加し、体格だけでな〈、行動にお

いても、他の児甑と ちがって何か 「しん」のあるもの

が感じとれました。友達とよくしゃべり、大声で笑しi

牧園小学校全景

ふざけ合ったりして茶目 っ気たっぷ りの様子を よく見

るものです。

一方、一年生の幼い子ども達を校庭に連れて来て整

列させたり、紙芝居を読んで聞かせたりして心の俊し

い姉さんとして緊われています。

（中央に立っている多恵子さん）

今、バレー少年団に入部して、放課後、遅くまで練

習に励んでいますが、線習のとき、ボールヘ向かって

くる目のかがやきとファイト 。ボールが打ちこまれて

も、体ごとぶっつかってレシープする姿，やろうと思っ

たことは、とことん立ち向かっていく意気、とびぬけ

た技術というほどではないのですが、研究熱心で日々

上達しています。友達が、失敗したら声をかけてなぐ

さめて〈れる心の俊しい多恵子さんです。心と体が、

一体となって努力していく姿をみるにつけ、うれし〈

思うと同時に、やはり、 「日本一」 にふさわしい児童

だったと痛感しています。こういう多

恵子さんに育ったのは、多恵子さんの

すぐれた素質と日々の努力は、もちろ

んのこと、ご両親の温かい愛情と今ま

で担任して〈ださ った先生方のご指導、

それに、まわりの人々の協力励まし合

いかあ ったからだと思います。

最後に、知能と学力、体力ともに立

派な宝物を戴いた多恵子さん、ご両親

に感謝するとともに 「日本一」 の誇り

と自覚をもち、今からも、ますます、

心と体を鍛え、伸び伸びと健やかに育

ってもらいたいものです。
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（お母さん、妹さん、多恵子さん）

夏休みに入る数日前に、校長先生から 、健康優良児

の審査会に多恵子を推せんしておいたからと知らせが

あり、恥ずかしい事ですが、そんな催しかある事 も知

らず、体が大きいのだから当り前くらいに思って、県

の審査に臨みました。

県下で8名中に選ばれ、体力か ら身体、知能テスト

と、立派な先生方から審査され、こんな機会に恵まれ

た娘は、何と 幸運な子供でしょうと、ありがたく思っ

ておりましたのに、はからずも県ーに選ばれ、そして、

全国の、特選児入賞と 、思い もかけぬ出来事に、それ

からは、健康優良児一色に、振り回わされる毎 日にな

ってしまいました。

校長先生始め、担任の愛甲先生は勿論のこと、中で

も、多恵子の所属するスポーツ少年団の人達から、大

変な祝福をいただいて、願わ〈は、日本一にと、大そ

れた期待を一身に受けて、 10月30日、東京へ旅立ちま

した。

娘は初めての東京に大きな期待をいだいて、めった

にない母子二人の旅か、何にもかえがたい女喜しいひと

ときだったようです。

宿舎に着いた時は、少し遅れたせいか、もうほとん

どの特選児童の方々は着いておられました。非常に緊

張した中で受付がすみ、打合せ会の後、親子別々の部

屋に移され、私共母親は、 12名一しょの部屋で、ざこ

寝の形で顔を合わせる事になりました。

自己紹介等して、すぐに打ちとけ、北は秋田から、

南は沖縄まで、全国のお母さん方か、 言葉は違えど本

当に同じ気持ちになって、故郷の紹介、郷土料理、自

まん話など夜寝るのも惜しいかのように、おそくまで

語り明かしました。

どのお母さんも、 10名の特選の中に入ったそれだけ

で、満足はしておられるものの、やはり日本ーが決定

娘の健康日本一に思う

母 丸野サエ 子

するまでの間は、果してどの子に、もしや我か子にと、

それはそれは皆さん、同じお気持ちだったと思います。

すっかリ親しくな ってからの日本一決定は、何か私だ

け、良い気分になってしま ったようで、皆さんの中で、

手放しで、 喜べないような気持でした。

眠れぬままに、朝早〈 、宿舎の屋上に上り東京の朝

日をおがみました。

ありとあらゆる人間の知恵の結集である東京の町を

なかめなから、娘の日本ーが、何と得かたく、尊いも

のであるか、子供を持つ親として、こんなに有がたい
の＇）

賞が又とあるものでしょうか。 「深きみ法にあいま

つる、身の幸なににたとうべき」 真宗宗歌を口ずさ

み、鹿児島で私共の帰りを待っている母や、主人、そ

して他の三人の子供達に、心から、ありかとうと、日

本一幸せな母親にしていただけた幸せを、しみじみと

かみしめました。子供のおかげで、天皇、皇后両陛下

に、拝謁の光栄に浴し、人生最高の喜びの数日でした。

東京での行事を終えて、空港に降り立った時、スボ

ーツ少年団を始め、学校の先生方、 PTAの方々、そ

の他大勢の方々の出迎えに娘も私もびっくりしてしま

いました。こんなに皆さんに喜んでいただけるとは、

思っ々もおりませんでした。

特に牧園を遠く離れた方々は、牧園の名か全国に広

まって鼻が高いと、お祝いの電話や、お手紙に、 婚し

い悲鳴を上げるばかりでした。

テレビ出演や手紙のお礼状書きなど、娘も夜を撤し

て書いて、さすかのタフな子も 、一日学校を休んで、

終日寝ていた日もあったほどです。

やっと平静に帰り、娘の毎日を静かにながめており

ますと、前にも増して、自覚を持って生活しているよ

うです。
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4人兄妹の二番目に生まれ、他の 3名の兄妹と年子

で育ったわけですか、ひとりひとり性格も体格も違い

多恵子は特に、小さい時から自立心の強い子で、何ひ

とつ私を手こずらせる事もなく、妹達のめんどうを見、

いつも、姉さんぶっていたようです。

ひとつ違いの兄といつも張り合って勉強をし、負け

ずぎらいのその性格は、いつも私をまき込む兄妹げん

かになります。

しかし、何をするにも 4人ーしょ、夕食後は、いつ

も、ピアノ発表会のまね事や、かわり、かわり独唱と、

子供達は、我先にと声を張り上げて歌います。

仕事の関係上、客の出入も多く、人にものおじしな

い性格は小さい頃から培われ、長男などは、夏祭り等

人前で歌うのを、大の楽しみにしているようです。

中でも、かんばり屋の多恵子は、歌うよりピアノの

方に熱を入れ、どんどん進んで、学校の音楽発表会の

時等、いつも大活や〈します。四年から五年にかけて、

見る見るうちに大きくなり、あまり大き〈なりすぎる

と、女の子は、かわい気かなくなるからと心配したは

どです。運動会でのカケ ッコもいつも一番、何をさせ

ても、人に負けない性格に、私は安心して、授業参観

の時も、多恵子より他の 3名の子供の方に気をとられ、

いつの間にか、私の手伝いか出来るように、成長して

しま ったようです。

主人は、躾に非常にきびしく、子供がいたずらでも

しようものなら、客の前でも、平気でゲンコツが飛ぷ

ことかたびたびです。

特に長男に対しての躾は非常にきぴし〈、家の中で

ごろごろでもしようものなら、目から火が出るほど、

叱りとばされます。

夏休みに入って間もな〈、中学二年の長男に「男の

子なら精神の鍛練のため、 冒険をせよ」と言っ て、長

崎まで、自転車旅行をさせました。交通罷の多い国道

三号線を、どうして行くだろうかと、私は心配で、は

らはらの連続でしたが、真黒〈日やけして、 2週間ぶ

りに帰って来た長男をみて、はっと胸をなぜおろしま

した。

こうしていつも、長男の良し悪しをつぶさに見てい

ますので、多恵子は自然、それが身について、叱られ

る事もないようです。

恵まれた自然の中で、スボーツ少年団の人達と一し

ょに、今日も又、子供達は喜々として運動に励んでい

るようですが、全国に又建康優良児という、すばらし

い友達を持って、本当に、こんなに恵まれた子供達は

他にいないでしょう 。

今度の日本一の受賞が、この子に、どのような影響

を与えていくのだろうかと、 一まつの不安はあります

けど、この受買が、これから先、困難に出合った時に、

心の励みになってくれるよう願って、又今までと変ら

ない平凡な毎日に帰っていきたいと思います。

「子は親の後姿を見て育つ」ということわさを、肝に

銘じて、身も心も引きしめて、毎日の生活を営んでい

きたいと思います。

日本一健康優良児

に選ばれて

丸 野多 恵子

「女子日本一健康優良児に、鹿児島県 牧園小学校、

丸野多恵子さん。」

と、呼ばれた時

「えっ。 私が？ 。」

と、思いました。信じられませんでした。

しかし、係の人は確かに

「丸野多恵子さん。」

と、おっしゃ ったのです。

「ほんとうかしら。」

私は、後ろの母をふり返りました。

私が、この健康俊良児審査があるという事を知った

のは、 一学期の中旬ごろでした。

担任の先生から書類を出されたと聞いた時「私のよ

うなのが出されてもいいのかな。」と、思ったくらい

でま った〈無関しでした。

しかしその後、保健の先生や、校長先生が 「書類か、

通るといいね。」
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と、何度もおっしゃるので、

「みんな心配してくれるんだから、がんばらなきゃ。」

と、思いました。

夏休みに、‘‘掛類審査に合格して、県の直接審査対象

に選ばれました、、との、通知か来ました。

そして 8月31日、県審査に臨みました。

この時は、審査員の人の前で体そうをしたり 、体力

テストも知能テストもだいたいよくできたので、それ

だけでもうれしいでした。

その結果、県健康優良児 1位になりました。

まだあと、特選健康優良児、日本一と、ありました

が、特選健康優良児、日本一というのは、私には、と

うてい手の届かないところに、あるようだったので、

そこで健康擾良児審査のことは、忘れることにしまし

t' -o 

ところが、 10月の中旬ごろ朝会が終わっても、なか

なか先生がこないので、

「先生おそいなぁ。」

と、みんなで、 言い合っている時、先生か入っていら

して、きゅうに

「丸野さん。おめでとう 。」

と、おっしゃ ったので、私もみんなも何のことかわか

らず、先生に聞〈と、特選健康俊良児に選ばれたとい

うことでした。

私は、思いもかけぬ幸運に、ただびっくりするだけ

でした。

上京する時は、スボーツ少年団の人たちが壮行会を

開いて〈ださいました。

それに、朝早くなのに、上京の朝、見送りに来てく

れた人たち、ほんとうに感謝の気持ちで、いっばいで

した。

東京の宿舎についた時は、少しおくれたせいか、ほ

かの人は、だいたい来ていました。

その時、特選健康優良児童の人たちを見て「私かこ

の中で、無事やっていけるだろうか。」と、いう不安

が起こりました。

しかし、その不安もみんなになれていく間に、うす

れ、妓後には、なくなりました。

10月31日、知能テストと体カテストがありました。

知能テストは、以前先生からいただいた、テキスト

を見ていたので、わりとよくできました。

とくに作文は、題が『私の友達』という題だったの

で、告きやすく、た〈さんの友達のことを思いきり書

きました。

体カテストでは、はば飛びが3m85cm、けんすいが

56秒でした。

ところが、ソフトポール投げが33mと悪〈、じゅう

なん体そうで、私は体がかたいので、少し失敗しまし

t・ -o 

11月3日、最後の面接がありました。

面接の時には、なるべく相手の目を見て、相手にわ

かるように答えるよう注意しました。

それに、あがらないように、お守りをにぎりしめて

いました。

質問の中には、こまった問題もありましたが、無事

にすんでほっとしました。

日本一を決める話し合いがすすめられている時、私

達はひかえ室で、まっていました。最初はおとなし〈

まっていましたが、あとからは、だんだん心配になっ

て来て、落ち着かなくなったので、心を静めるために、

話をしたり、窓から外をながめたり しました。

結果が出たという事で、私達は並んで、結果の発表

がある部屋まで行きました。

そこで、日本ーが発表され、私の日本一が決まりま

した。

日本にはたくさんの、六年生がいます。その中で、

私が日本一に選ばれたのです。私は日本一になるため

に、健康優良児になるために努力して来たわけではあ

りません。ただご〈ふつうに育って来ました。それだ

けに、よけい、うれしいでした。

宿舎に掃ってから特選健康優良児の人たちが、祝賀

会を開いてくれました。みんな

「おめでとう。タコラ。」

と、 言っ て〈れました。みんなその 『おめでとう 』と

言う言葉をもらうためにがんばって来たのに、私だけ

いい思いをしてみんなにすまないと思いました。今ま

で、いろんなところで、 rおめでとう 』と、言う言葉

をもら ったけど、私にはきょうほどこの 『おめでとう

』という、みんなの言葉が心に残った事はありません

でした。

もう一つ心に残った言葉があります。それは、母が

「今、日本一になったけど、苦しい事がこれからた＜

さんあるのよ。それをのりこえた時が、ほんとうの日

本一よ。」

と言っ た言葉です。

私は、この二つの言葉、気持ちを大切にして、これ

からも、勉強、スポーツにがんばっていきたいと思い

ます。
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全日本特選健康優良児童になって

わたしは、昭和52年度、全日本特選健康擾良児童に

なりました。

それまでの経過は、まず、市の大会までに運動能力

の方の記録を良くする、ということと、絶対に虫歯を

つくってはいけない、ということから始まりました。

6月9日、市内の城南小学校で、市のしん査会があ

りました。これは、午前中には、身体測定と運動能力

テスト 、午後は、内科検査と面接、というふうに分け

てしん査されました。その結果、男女各 1名ずつの特

選のなかにわたしが選ばれたのでした。

県のしん査会は、まず、書類選考で県内で男女各 5

名ずつを選ぴ出し、その選ばれた人のなかに入った人

が9月6日に水戸保健所に集まり、そのしん査を受け

る、という内容でした。わたしは、その計10名の中に

入り、しん査を受けることになりました。しん査は、

これも、午前中は、知能テスト、身体測定、運動能力

テスト、午後は、内科検査、面接、とい うふうに、分

けて行われました。その結果は、県の学校保健会の委

員長さんから発表されました。わたしは、みごとに、

男女各 1名ずつの特選になりました。

全日本の特選を決めるのもやはり、苦類選考です。

わたしの担任の先生は、

「結果が来るのがおそいね。落ちたのかな。」と、 心

配されていましたが、それから何日かた って、全国特

選に入った、との知らせが届きました。

その中央しん査会は、 10月30日から11月3日にかけ

て行なわれましたが、わたしは、日本一にはならず、

特選のままで終ってしまいました。

全日本特選健康優良児童になるまでに、やってきた

ことは、毎朝、 毎晩、歯をみがき、虫歯を絶対につく

らないとい うふうに心がけて きたこと、走り巾とぴ、

茨城県結城市立結城小学校

6年亀 岡 真美

けんすい、 50メートル走、ボールスローなどの記録を

良〈しようと心がけ、毎日、少しずつ紬習してきたこ

と、良い結果を出そうなどと考えずに、力いっぱい、

というよりか、自分の力を出しつ〈して、その各種目

にいどもうと心がけ、実際に、それを実行するように

して、終わってから、悔いのないようにするようにし

よう、ということ、の三つです。

まず、毎朝、毎晩、歯をみかき、虫歯を絶対につ〈

らないという ことは、わたしが、生まれてから 、今ま

でに、虫歯ができたことかない、ということから生まれ

た目標です。そi7)歯のみがき方というのは、ご〈ふつ

うのみがき方の、上の歯は上から下へ、下の歯は下か

ら上へです。けれども 、 それも、 ていねいにやらな

いと、効果がないので、ていねいに、時間をかけて、

また、歯みがき粉もたくさん使ってやる、というみが

き方をしました。わたしは。虫歯になったことがない

のでその痛みは分からないのですが、聞 〈ところによ

ると、大変、痛いものなのだそうで、わたしは、 そん

なものは味わいた〈ないと、今でも、前にあげたみが

き方で、歯をみがいています。

二つめの運動能力の記録を良くしよう、ということ

は、そんなに、結果というか、記録は悪〈ないのです

が、それぞれ、代表者達が集ま って〈るしん究会なの

で、その中には、運動能力かずばぬけて良い記録だ、

という人もいるだろう、と思ったことから生まれた目

椋でした。それで、わたしは、 記録を少しでも良くし

たい、と考えて、父といっしょに学校の校庭では、軽

〈、 トラ ック2周、そして準備体操、その次に、 50メ

ドル走、 10回、ボールスロー、 15回、走り巾とぴ、 IO

回、けんすい、 5回などと回数を決めて純習し、家の
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近〈の公園では、朝練習をしました。まず、公園を軽

く2周して、 50メートル走、 5回、ポールスロー、 10

回、けんすい 3回と同じように回数を決めてやりまし

たが、公園には、広い砂場がないので、走り巾とびだ

けは、できませんでした。こういうふうにして、運動

の方は練習してきました。

三つめの目標のうち、良い結果を出そうなどと考え

ずに、自分の力を出しつくして、各種目にいどもうと

心かける、ということは、

「結果などいいから、自分の力を出しつ〈して、がん

ばってこい。」

と、県のしん査の前に、父が言っ たことを、そのまま、

目標にしたものです。わたしは、このことは、じゅう

ぶんに心がけてきました。ですから、一応、この一つ

の目標は守れたわけです。

実際に、それを実行するということは、じゅうぶん

に、心がけたので、だいじょうぷだと思っていたので

すが、実際は、自分の記録を気にしすぎて、自分のカ

を出しつ〈す、ということはあまりできませんでした。

ですから、この、実行しなくてはいけない、というこ

とになってしまいました。

終わってから、悔いのないようにする、ということ

は、結果を気にせず、力を出しつくす、ということが

実行できなかったのですから、当然、中央しん査会で

は、けんすい、ボールスロー、走り巾とぴのうちの、

けんすいとボールスローは、自分の最高記録よりも、

悪くな ってしま ったのでした。

結局、小さな三つの目標のうちの二つは、守れなか

ったわけです。

けれども、目標三つ全部を考えてみたらば前の二つ

は守れて、最後の目標は守れなかったが、だいたいは

守れた、ということになり、 一応、ほっとしました。

全日本特選健康優良児童というと、男女各10名ずつ

ですから、全国で上位、 10人の中に入ったことになり

ます。ですから、今後の活やくは、当然、期待される

ことになります。もちろん、責任もじゅうぶんに重い

わけです。このように期待されても、良い人間になっ

ていなくては、何にもなりません。かといって何にも

しないで、良い人間になることはできないと思います。

では、これから、わたしはどんな態度で生活していっ

たら良いのでしょうか。

わたしが、これから、生活してい〈のに、また、良

い人間になるために、どのようなことをすれば良いの

か、というと、たぷん、それは、いつも、健康を保っ

ているような生活をする、ということと、学習すると

きと、遊ぷときは区別をつけてやる、とい うことだと

思います。

まず、健康を保つような生活を、ということは、ニ

つに分けて考えられます。

一つは、病気などにならないようにすることで、そ

の中には、虫歯予防、うがいをすること、手を洗うこ

となどがあげられてきます。

わたしがひくかぜ、といえば、いつも、鼻にくるタ

イプのかぜが多いのですが、それでも、かぜなどひい

ていたら、健康は保てません。もちろん、虫歯をはじ

め、その他の場合も同じです。人間は、病気などして

いたら、生きる元気まてなくなってしまいます。です

から、わたしは、病気の予防が大切だ、と考えました。

もう一つは、運動をする、ということです。

運動といっても、たいへん、種類があります。そこ

で、どんな運動をしたら良いか、と考えてみました。

運動は、からだをきたえます。そこで、からだのど

こを一番きたえれば体力がつくのかと考えてみたとこ

ろ、からだ全体をじょうぷにして体力をつける、とい

う考えがうかんできました。ですから、からだ全体を

きたえるような運動をやれば良いわけです。これから

は、病気を防ぎ、体をきたえるための運動をやってい

きたいと思っています。

もう一つの、学習と遊びとの区別をつけるというこ

とは、遊びなからの学習でも覚えやすいのですが、こ

れからは、勉強が、だんだん、難しくなっていくので、

学習するときはてってい的に、やらなくてはだめだ、

という考えから生まれたのです。

この二つの大きな目標は、守れるか、守れないか分

かりませんが、良い人間になるために、できる限り、

守りぬこうと考えています。

わたしは、このたび、全日本健康優良児童にしてい

ただいて、多くの方々から、お祝いやら、げきれいを

していただき、本当にうれしく思いました。最高に幸

せです。

でも、わたしの身のまわりには、あまり、健康にめ

ぐまれず、病気で八十日も休んでいる人や、近眼やぜ

んそくで苦しんだり、足の不自由な友達がいます。こ

のような人達を考えると、とても気の毒に思います。

わたしは、このような人達のために、自分の健康を

生かして少しでもお役に立ちたいと思っています。
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アメリカの

ダリー・シティー・スクール

を参観して

千葉県干葉市立桜木小学校

去年の夏、アメリカのワシントンで開催された世界

教育会議に出席するため、 7月26日羽田空港を出発し、

約 1か月間、カナダ、アメリカ、ヨーロッバ等6か国

を回 ってきまし た。その時のワシン トン郊外の小学校

を参観した様子です。

ダリースクールの窓のない

赤いレンガの学校

（ワシントン市郊外）

静かな緑の芝生に囲まれた丘の上の赤煉瓦造りの窓

のない小学校ですd 玄関を入り、講堂兼体育館兼食堂

の広々とした所．に青白模様のワンピースを着た40オ前

後の中肉中背の美人の女校長さんが出迎えて下さって、

コーヒーとケーキをいただきながら学校の説明に耳を

傾けました。

廊下を真中にして左右3教室ずつ 6教室、それに校

長室、保健室等です。事務室と視聴覚室は玄関のすぐ

右側で、その後方が講堂にな っていました。

私達45名の各国の先生方はそれぞれに別れて各教室

を参観しました。

私は 3年生の音楽の授業をみました。受持の女の先

生がピアノをひきながら子ども達と 2曲ほど歌って い

ました。すると突然私達と一緒に参観していた黒人の

校長 大 塚 、 要

男の先生が前へつかつかと出て行って、担任の先生と

何やら話し合っていたかと思ってい るうちに交替して

黒人の先生がピアノをひき始めると、子ども達はぴっ

〈りした顔つきでしたが、一斉に歌いはじめました。

まもなく 40分の授業が終りました。こ この町は、公

立の小学校は 5年制、中学校は 3年制、高等学校は 4

年制です。

しつけは家庭と教会が中心にな ってやっ ています。

私立学校では、小人数だがしつけはきびしいそうです。

私は羽田空港を発つ時に桜木小学校の 1年から 6年

までの図画作品を多数持参しましたか、校長先生に作

品をプレゼントすると言ったら、 「ペリーグッド 、オ

ービューティフル」と何 ども言って握手され、包をはど

き全員の先生方に一枚一枚見せて紹介されました。

その彼女の顔と目に誠意があふれていました。そし

て彼女か「ミスター大塚、帰りまでに こちらの児童の

作品をおわたしします。」 と話されました。私はこれで

ー安心しました。それから各教室を見ました。ある教

室では算数をしていました。女の先生が能力別のグル

ープ学習を指導していて、自分の近くのテープルヘ

ダリースクール 3年生 図画勉強風景
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4. 5人を呼ぴ寄せて指導していました。

1)体育館が遊戯場にも講堂にもなる。

2). 宗教教育と家庭教育のしつけが悔底していて、

きちんとしている。

3) したがつて生活指＃主任はいらない。

特に 1クラスの人数は25人-30人である。

4)日本では全部一律の教育方法内容であるが、こ

こは子どもが学校に入った時から 1人1人の目

標がちがい、カリキュラムがちがい、指導方法

がちがっている。

と話しているのに感心 しました。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市市
役
所
前
に
て
箪
者

片 々 草

■ 朝日新聞社か、心身ともに健康な児童を表彰す
る．こと43回、健康教育の場として優良な学校を表

彰すること28回に及んでおり．、わが社は、学童の

健康増進を意図して、健康教育誌を発刊(S.31) 

以来、毎年この健康優良学校・児窟の特集号を編

集して全国の心ある方々のご高既に供してきました。

■ 今年もこの刊行にあたり、朝日新聞社論説委員
（元文部大臣）永井道雄先生のご所見を「朝日新

聞家庭便利戟 78.2」から抜すいさせていただき

ます。

昨年、私は選出校の先生や児窟と実際に会って

話し合ってみたのですが、健康擾良児とは何か、

それはどのようにして選ばれるか、ということか

よくわかったように思います。たとえば、ある健

康俊良児に選ばれた学童の学校では、 「オアサス

運動」か、うまく指祁されているのです。オはお

はようのオ、アはありかとうのア、サはさような

らのサ、スはすみませんのスです。こういう言葉

を日常生活の中で、親子の間でも、教師と生徒の

間でも、友人同志の間でも、けじめをつけていく

運動を撤底させていたということです。

健康優良児とは、単に肉体が健康だというだけ

ではダメで、体力、気力があり、さらに精神も健

全でな〈てはならないのです。全国から選ばれた

優良児たちは、さすがにバランスのとれた子ども

ばかりで、見ているうちに、私は、かつての日本

を築いた一人、源納治五郎の小型の人間を見てい

るような錯党に陥ると同時に、大きな感銘を受け

ました。

現代人の体位の低下、モラルの乱れを嘆〈よ り、

こうした子どもたち、そして、子どもたちを育て

る先生方の力に、日本の明るい将米を期待したい

ものです。

■ 永井先生のように健康優良児を見ている限りに
おいては、明るい将来が期待されましょう 。また

その期待が実現する ことを願わずにはおられません。

■ 今年の大学志望に、教育学部が急増している現
象は、まず、期待される先生か多〈なる前提でし

ょうし、それか、期待される人間形成の教育振興

につなかることでし ょう。

■ 例年のことながら、 この特集号編集には深い感
銘を受けます。

事の成るは、その成るの日に成るのではないと

の名言どおり、その遠い日から耕された土壌の中

から咲いた栄光の花を称賛すると共に、今後の充

実を期待いたします。

お忙しい時間を割いて、珠玉の原稿をお寄せい

ただき、ありがとうございました。 （係）



昭和52年度健康優良学校・児童名簿

健康優良学校 健康優良児童

日本一蒐海武俊山形県寒河江市立寒河江小学校

日本一 愛知県瀬戸市立下品野小学校 特 選高橋将樹秋田県北秋田郡贋巣町立綴子小学校

＋ 男 小松崎守茨城県水 戸市立上 中妻小 学校

特選静岡県浜松市立伊佐見 小学校 杉高 浩富 山県射 水郡下村 立下 村小 学校

...... 子 富山 県黒部市 立石田小学 校 深沢 准山梨県山梨市 立加納岩 小 学校

級 宮崎県小林市立南小学校 武市康志神 奈川県横浜市 立桜岡小 学校

以 広島県広島市立干田小学校 国枝秀樹愛知県知多市 立新矧 小 学校

上 子 栗本 幸一 山口県下関 市立 山の 田小学校

都道府県代表校代表 綾 秀基 香川県香川大学教育学都阻属坂出小学校

千葉県銚子市立飯沼小学校 森崎雅智 大分県大分 市立南大分 小 学校

日本一 丸野多恵子 鹿児島県姶良郡牧図町立牧園小学校

日本一 滋賀県東浅井郡浅井町立浅井西小学校 特選金野聡子 秋田県鹿角 市立 十禾□田小学校

＋ 女 水口 欣山形県鶴岡 市立大山 小学校
特選岩手県二戸市立 上斗米小学校

小松 章子 福島県会津若松市立城 西小学校

...... 子
鳥取県東伯郡泊村立泊小学校

亀岡 真美茨城県 結城市立結城小学校

級
三重県志摩郡阿児町立甲買小学校

中村 美保 鳥取県気高郡行谷町立日箇谷小学校

以
青森県三戸郡南郷村立島守小学校

山口千賀子 島根県隠岐郡西郷町 立西郷 小学校

下 子 祖藤郁巳静岡県富士宮市立東小学校

都道府県代表校代表 中野敬子高知県土佐市立北原小学校

広島県広島市立似島学園小学校 上原 尚子 沖縄県中頭郡中城村立中城小学校
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